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は じ め に

腰lL推間極外側ヘル‐,ゃ 神経根llをは 解剖

学的特性から診断 治薫が蠅しい 特に L5′Sの

外側ベル‐ァ ‖経根障害は 鵬骨翼と聾酬 に囲ま

れており 診断 手術が困燃である 我々は3例 を

経験し 内視鏡手術でL●好な結果が1=られたので

その診斬と手術について報告する

対象 と方法

症例は 5G歳 60歳 62歳 の男性 3例 で i訴

は 強い下ll茄 2例 r.欠餃行 :例 であった 発

“
から手術までは平均 8カ 月 手,『後の経過観察は

平均4カ,月である

診晰は い,t X tt MRI ttl●I板造影■CT神 凝

根道影 確 根プ。ックと 浅01■
'1軽

の知堂憫
'経

活動唖 7(SNAP)の 各種検査を用いた

手術li METRx、 ystom llledt,onio ll製)を

用い J:4よ り約 5om側 方に縦 2●mの 皮膚切円

表 各症例の診断濠 診断結果

を加え屁開し 構突起 F方にチ´―プをIT人間定

した後 繊突起下部 椎I.関節外,に ヽリルで切除

した また 1骨 ス も必要に応 して切除 した

P‐torio,umboね oral ll鯛montを ●l離し 1111

根をlll認しつつ 神経根下のベル‐アを描出した

1例では 骨と靱帯の除「のみであ‐た

各種検査の結果を表に示す よめ手になる方法

はなかったが 総合的に判断して碓定診断した 神

経根プ。ックとSNAPは

'例

鴎性であった 手

術の平均時‖は41専問 30分 出血は少置であぅ

た JOAス コ,は 平均 84点 が 240点 に改静した

合併■はなかった
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